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神戸のサッカー

ふぃーるど 神戸フットボールパーク岩岡をご存知？

ろっかーるーむ
広報委員会の委員長を仰せつかり、広報紙の編集長をさせていただ

きましたが、まことに勝手ながら今号を持ちまして広報紙「神戸のサ
ッカー」は休刊とさせていただきます。

今後はWEB版「神戸のサッカー」での情報配信を充実させていく

方向で進んでいきたいと思います。
短い間ですがご愛読いただきまして有り難うございます。また、ご支

援いただいた皆さまに、厚く御礼申し上げます。
【文：広報委員会　委員長　松下治正】

今回を持ちまして、休刊とさせていただきます。
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2006年度各種登録チームに配布

神戸市サッカー協会広報紙 2006年9月1日発行　第20号

広報

施設

　このテクニカルDVDは我々神戸市サッカー協会技術委
員会が2005年度に掲げた改革のテーマでもある“テクニ
カルレポートの作成”に対する具現化です。
　このDVDには2005年度の1年間における神戸市の選手
たち（今年度は4種に特化）の現状を伝える映像を盛り込
み、解説を加えてあります。これは神戸市サッカー協会が
発信する1年間のテクニカルレポートであると同時に今後
神戸の子供たちが改善していくべきウィークポイントを示
した“育成指針”として捉えて頂きたいと思います。
　このDVDでは飛騨古川と龍野中河原公園で撮影した小
学5年生男子選抜の映像と、しあわせの村で撮影した小学
6年生女子選抜の映像を使っています。 DVDの前半部分は
“今後の課題”としてとらえた『改善したいプレー』を、
ハーフタイムを挟んで後半部分は神戸市の多くの選手に理
解して欲しい『良いプレー・目指して欲しいプレー』を集
め、矢印や影・テロップ等で解説してあります。
　今回のテロップに関しては指導者に観て頂きたい文言も
あれば子供にとって理解しやすいような言葉を使っている
ところもあります。そしてあえて昨今、日本サッカー協会
が発信している“サッカー用語”もそのまま使用していま
す。もし聴きなれない言葉があったら皆さんで調べてくだ
さい。そしてディスカッションをしてください。
　さて、皆さんがご覧になった後、様々な意見が出てくる

ものと思います。我々
のメッセージと違う意
見もあるでしょう。ま
た納得していただける映
像もあるでしょう。しかし我々はそれでこそこのDVDを作
成した価値があると思っています。各チームのスタッフ間
ディスカッションに、また選手に対するミーティングの材
料にと用途はお任せいたします。ぜひこのDVDを有効に活
用して頂ければ幸いです。
　基本をきちっと習得した子供が中学・高校と成長するに
つれ、より強く・より速く・より正確なプレーが出来るよ
うに鍛えられ、やがては日本を代表する選手へと育って行
く。こういった選手が神戸市・兵庫県から生まれ、そして
こういった選手を育てる組織・ノウハウが神戸市・兵庫県
にはある、そういう姿を求め努力をしていきましょう。
　我々指導者は全く“同じ”になる必要はありません。個
性は大切です。しかしサッカーのベースとなる部分のベク
トル合わせはしたいものです。また皆さんと我々とがディ
スカッションをする必要もあると思います。ぜひご意見を
ください。

神戸市サッカー協会技術委員会委員長　昌子 力
（JFAナショナルトレセンコーチ）

フットボールパークのいま

平成18年１月、どしゃ降りの雨の続く
なか待望のグランドをオープンしました。
地元・岩岡町の皆さんのご協力を得なが
ら、春休みには遠く長野からもチームを
迎え中学生の大会を実施。６月、少年の
夢の大会「全日兵庫県予選大会」をユニ
バー記念競技場とのセットアップで開催な
ど、多くのサッカー仲間に順調に利用し
ていただいています。

この施設をかいつまんで紹介しますと
…ピッチはいまのところクレー面ですが
広さは完全に国際基準。どしゃ降りの雨でも水はけは抜群。また、応
援の皆さんのための「テント村」を含み､周囲もゆったりとしたスペ
ースを確保。

協会スタッフが、ある日、音ひとつ無い漆黒の闇夜から夜明けまで
過ごしたときのこと。町のひとは一人も訪れる事なく、数羽のカラス
のみが表敬訪問。足が３本かどうだったかは不明ですが、神戸のサッ
カーを守りに来てくれたのは間違いない…。

プレハブながら少しずつ管理棟・更衣棟を増設中。

建設を当初から陣頭指揮してきた施設委員長・少年委員長の頑張り
でいろんなものが集められ、環境にやさしいリサイクル広場となり、
また、心癒す一大拠点とも化しています。ウォーミングアップ場の一
角の芝生化に挑戦。狭い範囲ながらなんとか根付き、ゴールキーパー
のアップに最適です。これは同じく協会スタッフが、梅雨時真っ盛り
の中、旧いぶきグラウンドから手運びしてきたものです。永島選手・
キングカズほかヴィッセル神戸の戦士たちの汗と魂の染み込んだ芝生
を再現。盛夏、地元の雑草と背伸びごっこを展開中。

駐車は300台OK。他のグランドには無い
収容力を誇る。

泥沼のようだった立地部分。廃アスファルト殻を提
供いただき現在の姿に漕ぎ着けました。大会に参加し
たサッカー少年・少女達。ある日突然イチロー化し、
敷き詰めたアスファルトを隣の畑にダイレクト送球ご
っこ。白菜畑に石の花が咲き乱れたこともありました
…自戒…。

そして、これから…

好評だが、ピッチはやや固め。いずれは、一面だけ
でも人工芝にしたいです。地元の同意が得られれば、ナイター照明も実
現し、神戸のサッカー発展の拠点ともしたいと思います。

給水関係は、足洗い場だけ。クラブハウスを充実し、温水シャワーも
使えるように。とくに、女子選手、シニアの方を始め、応援に来てくれ
る皆さんにも快適なスペースを用意したいと思います。

現在、神戸協会の登録メンバーの協力に加え、利用者からも一部、施
設充実のための協力金を頂戴しています。困難な道が続きますが、協会
一丸となって、引き続き自前の管理を継続していきます。

神戸の、そしてその他多くのサッカーを愛する皆さん。フットボール
パーク岩岡に是非一度お越しください。現状でも「神戸での招待サッカー
はＩＷＡＯＫＡに限る」との評価を得ています。少年少女・ママさん・
シニアまで、いろんなイベントをご計画ください。

サッカー協会では、より設備を充実し、安価なままで神戸のサッカー
を楽しんでいただきたいと取組んでいきます。皆さんからも、素晴らし
いフットボールパークの変貌に向け、要望・アイデアをお寄せいただけ
れば幸いです。 

集まれ！！　神戸フットボールパーク岩岡に。
（文：理事長　榎原徹夫）

リプレイやテ
ロップを使っ

て

分かりやすく
解説

ゲーム中のポ
イントを

映像に印を付
けて表示！



神戸のサッカー神戸のサッカー

きっくおふ！ 神戸市総合体育大会は、本庄中学及び平野中学の両者優勝！ ２種

くろーずあっぷ 16歳でＪリーガーに！　神戸出身の香川真司選手に注目！

ふりーきっく 女子第18回神戸家庭婦人ユーハイムカップ、優勝はバンヴェール兵庫

はーふたいむ
＜30年表彰者＞
村田 文夫（神戸FC）、 大木 靖（神戸NKSC）、 山崎 義明
（みさきSC）、山上 博也、長田 大三郎（東舞子SC）、真柴 
卓也（北須磨少年SC）、岡本 利一、位田 清澄（高倉台SC）
浅野 正倫（ひよどり台SC）、竹中 正明（KFA）

＜20年表彰者＞
四方 芳久（コスモFC）、松永 剛信（神陵台SC）、中原 桂二
（西神SC）、石川 敏勝（若草少年SC）、桜川 論、岸 求一
（高倉台SC）、塩見 元（神の谷FC）、阿部 満昭、 中川 勉
（西須磨SC）、小山 満、小宮 善和（北五葉SC）、畑中 昭洋
（八多SC）、飯島 伸朗（夢野SC）、久田 智寛（小部キッズ
FC）、中住 一男（木津SC）

＜10年表彰者＞
長谷川 博也、小山田 正男、大原 高明（コスモFC）、古本 泰造、
川本 義男 、岸 哲生（本庄FC）、林 浩平（新多聞SC）、北
野 安伸（マリノFC）、木嶋 利正（有瀬SC）、谷井 良三 、
山本 博史（井吹台SC）、松本 憲悟（ヨーケンFC）、天京 克幸、
谷川 健司（白川SC）、青木 正二（若草少年SC）、藤田 文雄

（高倉台SC）、佐々木 嘉政（SNSC）藤本 英樹、大江 健一、本
城 亨男（北五葉SC）、出口 雅広、為田 信雄、西岡 達雄 （FC
ウイングス）、西川 博也（箕谷SC）、末長 篤、児玉 健二（押部
FC）、坂岡 輝彦（桜の宮SC）（順不同、敬称略）

　受賞者のみなさま、おめでとうございます。これからも更な
るご指導をお願いします。

指導者永年功労者表彰
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７月２２日（土）王子公園競技場で第５８回神戸市中学校
選手権大会のの準決勝、決勝が行われました。

この日は梅雨の合間の蒸し暑い天候のなか、準決勝で御影
中を２－１で破った本庄中と、同じく準決勝で西神中を３－
２で破った平野中が決勝に駒を進めました。

決勝は本庄・平野の両校とも一進一退の好ゲームを展開。
両者得点できず０－０で終了し、延長に入ってもゴールを割
れず０－０で終了。この結果、両校優勝で幕を閉じました。
なおＰＫ戦により第１代表は本庄中となりました。

両校はこの後行われる県大会に出場します。

今年、高校２年生（16歳）でセレ
ッソ大阪とプロ契約し、小学生の頃か
らの夢だったＪリーガーとなった神戸
市出身（神戸NKサッカークラブ～FC
みやぎバルセロナジュニアユース）の
香川真司選手（1989.3.17生まれ、
17歳）に話を聞きました。

・憧れのＪリーガーになった感想は？
香川：小学生の頃からの夢だったので

Ｊリーグからのオファーが来た
ときは率直に嬉しかったです。小・中学生の頃は鹿島
アントラーズの大ファンでした。特にジーコが好きで
した。

・高校２年生でＪリーガーとなりましたが、高校卒業を待た
ずに加入しようと思ったきっかけは何ですか？

香川：一番は地元に近いところでプレーできるところです。
（契約当時）高２だし、親に近いところでサッカーを
した方が、親孝行になるし、地元に帰って出身チーム
に恩返しできることもあるし、地元には支えてくれる
人もいっぱいいるし。もう一つ大きかったのは、レベ
ルの高いところでプレーしたかったということです。
セレッソのスカウトさんから、最初に話が有ったとき
は、もちろん「まだ高２だし…」とは思いましたが、
そういう評価をしてくれるということは、非常に有り
難かったので戸惑いは無かったです。
中学に上がる時に、みやぎバルセロナのジュニアユー
スにサッカー留学をしたので、自分としてはより高い
レベルでサッカーができるという部分では特別なこと
では無いです。
ちなみに、ＦＣ東京からは「ユースでもプロ契約でも
どっちでも好きな方で…」とオファーがあって、凄く
嬉しかったのですけど（先述の理由で）セレッソにし
ました。ちなみに、ヴィッセル神戸からは無かったで
す…。

・小学生の同じチームの先輩、森島康仁選手も入団しました
が？

香川：知ってましたけど、僕が中学校２年の時にクラブユース
の大会でセレッソと同じ宿舎だったのですが、その時に
森島君もいて、軽く話したくらいですね。小学校時代
は名前は知っていたし、顔は見たことが有ったくらい
で、仲が良いという感じでは無かったです。森島君は
小学校の頃から有名でしたね。
同じチームの先輩がいるということは、僕も入りやす
いし、しゃべりやすいので良い先輩です。明るい人で
すよ。（ちなみに、セレッソジュニアユースで同期だ
った選手は口を揃えて、「森島君は、とにかくデカく
て怖い」と言ってました…）

・中学で神戸を離れて宮城に行きましたが何故ですか？
香川：ハッキリ言って、神戸であまり良いチームが無いとい

うか…（苦笑）僕に合ったチームが無いなぁと思ってい
たら、たまたま、みやぎバルセロナの監督さんが神戸出
身で、神戸NKの監督と仲が良くて、FCみやぎに入る前
（５年生の時）に一度練習を見に行くことになって２週
間ほどいたのですけど、かなり面白いサッカーをしてい
たのでね…個を伸ばして…という指導法で、そういう個
性的なチームに行ってみたいなというのが有ったので。
サッカー以外の面でも、監督さんがしっかり教育してく
れたのも良かったです。ただ、まだ小学生だったので、
人間性どうこうという所はよく分からなかったですけど
ね。とにかく、サッカーでプロになりたいという気持ち
が強かったです。「FCみやぎに行ったら、プロになれる
んとちゃう？」って言われたから決めたって感じです。

・プロになりたいなと思ったのはいつ頃からですか？
香川：なりたいなと思ったのは、サッカーを始めた時（幼稚園

の年長か小学校１年生）からですね。ただ、小学校の頃
は夢のような感じで「なりたい
なぁ～」って思っていただけです
けど、高校生になった頃に「絶
対になるんだ」という強い気持
ちに変わってきました。

・全く環境の違う宮城に行って戸惑いと
かは無かったですか？

香川：結構田舎やなぁ～って感じでした
ね。最初の１～２週間は寂しいと思いましたけど、段々
なれました。印象は「寒い！」です。サッカーの環境と
しては設備も良かったです。ただ、学校が全く別なので
大変でした。中学は30分位の距離だったのですが、高校
は15～6kmも有るところに自転車で通っていて、練習場
までは、そこからまだ40分位有って、そこから寮に帰る
のに20分位有ったので、一日35km位はチャリを漕いで
ましたね…（笑）ただ、それが良いトレーニングになっ
ていたのか、足腰が鍛えられました。

・プロになって、これまでとの練習環境の違いは？
香川：これまでは、練習場は土だったし、クラブハウスなんか

有るわけ無いし、夜の10時頃まで練習だったので、寒く
て暗いなか自転車で帰って、洗濯して、飯食って、風呂
入って…ってしてたら12時位になって寝るといった生活
でしたから、プロは全然違いますね。かなり良いです。
何と言っても自転車ですぐの所に寮が有るので、練習を
終えて帰ったら、良い時間にチャンとご飯が有るのと、
ユニフォームとかが揃っているし、スパイクも持って帰
らなくて良いし。そうそう、スパイクもチームがミズノ
と契約しているので、ミズノだったら買わなくて良いで
すし。

・ＦＣみやぎバルセロナでは、ナショナルトレセンやU-15代
表に選ばれていますが、参加した感想はどうですか？

香川：初めて選ばれた時は、めっちゃ緊張しました。でも全国
から来た人たちと一緒にやってみて、全然やれると思い

ました。自信が付きましたね。日本代表
でもやっていけるって気持ちもありまし
た。同じ学年で言えば、ヴェルディの森
本がいますが、彼はヤバイですね。一緒
にプレーしたことは無いのですが、テレ
ビとかで見てても凄いですよね。

・練習が嫌になったり、サッカーを止めようと
思ったことはないですか？

香川：無いです。夢を叶えるんだって気持ちで
取り組んだら、どんなことも苦にはならないです。とに
かくサッカーが好きだし、Ｊリーガーになりたいという
気持ちが強かったので。

・小学校時代、チームの練習以外の時間はどうしてました？
香川：近くに公園が有ったので、そこでずっとサッカーしてまし

た。リフティングしたり、みんなでゲームしたり。スト
リートサッカーが僕の原点で、それが有ったから今があ
ると思っています。とにかくボールと一緒にいました。

・プロとして練習が始まりましたが、どんな感想ですか？
香川：まだ体力的にもフィジカル的にも付いていけない所があ

るのですが、それは徐々に付いてくると思います。技術
的にはやれるという気持ちはあります。足りないところ
をドンドン鍛えていきたいです。

・まだ高３なので、勉強もしながらになりますが？
香川：時間が空いている時にやっています。通信制なので、自習

形式です。
勉強は苦手ですけどね（笑）

・神戸の子供達に。夢を叶えるため（プロ選手
なるため）には何が必要ですか？

香川：夢を常に持ち続けることと、夢に向かっ
て努力することです。

今回インタビューをしてみて、凄くはきはき
としていて、しっかりした青年という印象を受

けました。同じセレッソの先輩・江添選手は「あの年なのに、
プロとしての判断、プレーができる選手ですよ」と大変褒めて
いました。また森島寛晃選手は「真司は近いうちに出てきます
よ。ブルーノと『あいつは上手いね」って言ってます。ちゃんと
止めて蹴れるからね」と絶賛していました。もちろん森島選手
が言う「ちゃんと止めて蹴れる」という表現は、プロ選手とし
ても高い基本技術があるという意味です。

３月に行われたU-19日本代表候補トレーニングキャンプには
滝川第二高校出身の森島康仁選手、御影工業高校出身の山下達
也選手とともに、飛び級で選出され、新たなステージへステッ
プアップを始めました。また7月に行われたタイ・オーストラリ
ア遠征メンバーにも選出され、海外の厳しい環境のなかでのプ
レーで、新たな課題も見つけたようです。

まだご存じでない方も少なくないと思いますが、神戸出身の
香川真司君はこれから絶対に出てくる逸材ですので、ご注目下
さい。

（文・松下治正）

平成18年7月2日、第18回神戸家庭婦人ユーハイムカップ
準決勝／決勝が、途中降りしきる雨の中、新いぶきの森グラ
ウンドにて行われた。決勝は、バンヴェール兵庫（前年度２
回戦敗退）がトパーズ神戸（前年度１回戦敗退）に２－０で
勝利し、優勝を飾った。両チームとも、昨年の悔しさをはら
す結果を残した。

３位決定戦は、神陵台ボッカ
ーズ（前年度１回線敗退）が神
戸FCマミーズ（前年度準優勝）
をPK戦の末破った。
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